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人事院は8月8日、本年の月例給の官民較差に基づき、月例給
11，183円（2．76％）、一時金を0．10月引き上げる勧告を行った。
人勧ではこのように示されたが、各自治体の賃金・労働条件
は、単組ごとの交渉・協議によって決まる。各都道府県・政令
市等の人事委員会対策も必要だ。今年の取り組みポイントを
しっかり押さえよう。自治労本部の伊藤功書記長が解説する。

交
渉
ゾ
ー
ン

11
月
第
3
週

全
国
統
一
行
動
日

11
月
15
日
（
金
）

伊藤功書記長

賃
金
は
人
勧
で
は
な
く

単
組
の
労
使
交
渉
で
決
ま
る

「
5
つ
の
重
点
課
題
」
を
設

け
て
い
ま
す（
下
囲
み
参
照
）。

今
年
の
人
事
院
勧
告
で
は
32
年

ぶ
り
に
月
例
給
の
引
き
上
げ
が

2
％
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
給
与
の
引
き
上
げ
改

定
を
求
め
ま
す
。

初
任
給
を
は
じ
め
、
中
高
年

層
を
含
め
た
す
べ
て
の
世
代
の

賃
金
引
き
上
げ
、
一
時
金
に
つ

い
て
は
、
支
給
月
数
の
引
き
上

げ
と
期
末
手
当
に
重
点
を
置
い

た
配
分
を
求
め
ま
す
。

運
用
改
善
の
具
体
的
な
目
標

と
し
て
は
、
中
堅
層
の
改
善
の

た
め
、
す
べ
て
の
自
治
体
単
組

で
38
歳
4
級
到
達
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
達
成
済
み
の
単
組
は
、

45
歳
5
級
到
達
を
目
標
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。
職
員
の
給
与

実
態
を
十
分
に
把
握
・
分
析

し
、
具
体
的
な
運
用
改
善
に
む

け
、
労
使
交
渉
を
進
め
る
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

自
治
労
運
動
の
基
本
で
あ
る

「
自
ら
の
賃
金
・
労
働
条
件

は
、
労
使
交
渉
に
よ
っ
て
決
定

す
る
」
と
い
う
原
則
の
も
と
、

全
単
組
で
賃
金
・
労
働
条
件
の

改
善
に
む
け
て
交
渉
・
協
議
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

「
給
与
制
度
の
整
備
」は

国
準
拠
よ
り
地
域
の
実
情
で

「
社
会
と
公
務
の
変
化
に
応

じ
た
給
与
制
度
の
整
備
」
へ
の

対
応
に
あ
た
り
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
諸
手
当
の
改
善
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
手
当
は
、
都
道
府
県
単

位
に
「
大
く
く
り
化
」
さ
れ
ま

す
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
支

給
割
合
が
下
が
る
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
引
き
下
げ
を
行
わ
な

い
よ
う
求
め
ま
す
。
総
務
省
は

特
別
交
付
税
の
減
額
措
置
を
や

め
る
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、

こ
の
間
の
署
名
運
動
の
成
果
と

言
え
ま
す（
上
左
囲
み
参
照
）。

扶
養
手
当
は
、
拙
速
な
見
直

し
を
行
わ
な
い
こ
と
、
少
な
く

と
も
組
合
員
の
賃
金
水
準
を
引

き
下
げ
な
い
こ
と
を
要
求
し
ま

す
。ま

た
、
通
勤
手
当
の
支
給
限

度
額
を
15
万
円
に
引
き
上
げ
る

こ
と
、
特
に
燃
料
費
の
高
騰
を

踏
ま
え
、
自
動
車
等
に
よ
る
通

勤
手
当
の
引
き
上
げ
を
勝
ち
取

り
ま
し
ょ
う
。

会
計
年
度
任
用
職
員
と

中
途
採
用
者
の
処
遇
改
善
も

中
途
採
用
者
の
賃
金
改
善
も

重
要
な
課
題
で
す
。
同
学
年
の

新
卒
採
用
者
の
給
与
を
基
本

に
、
初
任
給
、
昇
格
の
改
善
に

取
り
組
み
ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
一
時

金
に
つ
い
て
、
常
勤
職
員
と
の

均
等
・
均
衡
に
基
づ
き
処
遇
改

善
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
遡
及

改
定
が
さ
れ
て
い
な
い
自
治
体

で
は
、
今
確
定
闘
争
で
の
実
現

を
図
り
ま
す
。

「
1
単
組
・
1
要
求
」掲
げ

統
一
闘
争
を
進
め
よ
う

交
渉
日
程
や
獲
得
目
標
を
そ

ろ
え
、
全
単
組
一
斉
に
行
動
す

る
の
が
「
統
一
闘
争
」
で
す
。

労
使
関
係
は
自
治
体
単
組
ご
と

に
別
々
で
も
、
同
時
決
着
を
意

識
し
、
県
内
の
全
単
組
が
一
体

と
な
っ
て
粘
り
強
く
交
渉
し
ま

す
。
本
部
は
、
地
方
の
自
主
性

が
守
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

総
務
省
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

要
求
は
、
組
合
員
の
声
を
集

め
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
課
題
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
ま
ず
は
単
組
執
行
部
が

組
合
員
の
声
を
集
め
、
実
態
を

把
握
し
ま
し
ょ
う
。「
1
単
組
・

1
要
求
」
を
合
言
葉
に
、
初
任

給
基
準
の
引
き
上
げ
や
昇
給
・

昇
格
基
準
の
見
直
し
な
ど
、
単

組
ご
と
に
課
題
を
設
定
し
、
統

一
闘
争
に
結
集
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
手
当
支
給
に
係
る

特
交
の
減
額
措
置
が
廃
止
に

松
本
剛
明
総
務
大
臣
（
写

真
）
は
9
月
10
日
の
記
者
会

見
で
、
地
域
手
当
に
係
る
特

別
交
付
税
減
額
措
置
の
廃
止

を
表
明
し
た
。

特
別
交
付
税

の
減
額
措
置

は
、
こ
れ
ま
で

自
治
体
に
よ
る

独
自
の
地
域
手

当
支
給
割
合
を

阻
害
す
る
要
因

と
な
っ
て
い
た
。

■5つの重点課題
①給与の引き上げ改定を行う
②「社会と公務の変化に応じた給与制度の整備」への
対応にあたって、賃金水準の維持・改善の観点から
独自の措置を講じる
③すべての自治体単組で38歳4級到達をめざして在級
期間を短縮する
④中途採用者の賃金改善を行う
⑤会計年度任用職員の期末・勤勉手当について、常勤
同様の支給月数とする。また、給与改定にあたって
は常勤職員と同様に遡及改定を行う

「
9
・
16
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集

会
」
が
9
月
16
日
、
東
京
・
代
々
木
公
園

で
開
か
れ
、
約
5
0
0
0
人
が
集
ま
っ

た
。
自
治
労
の
参
加
者
は
、
関
東
甲
を
中

心
に
5
0
0
人
。

今
年
は
「
命
を
つ
な
ぐ
地
球
環
境
を
」

を
合
言
葉
に
、
気
候
危
機
問
題
に
取
り
組

む
市
民
運
動
と
脱
原
発
運
動
と
が
共
同

で
、「
原
発
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
は
な

ら
な
い
」
こ
と
を
強
く
訴
え
た
。

集
会
で
は
、
原
発
再
稼
働
反
対
、
福
島

の
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」
放
出
や
甲
状
腺

被
曝
訴
訟
、
核
廃
棄
物
中
間
貯
蔵
施
設
に

反
対
す
る
市
民
団
体
、
気
候
変
動
問
題
に

取
り
組
む
環
境
団
体
な
ど
が
発
言
し
た
。

集
会
後
、
2
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

都
心
を
デ
モ
行
進
し
た
。

原
発
は
温
暖
化
対
策
に
な
ら
な
い

命
を
つ
な
ぐ
地
球
環
境
を
訴
え
集
会

「脱原発」「止めよう温暖化」をボードアピール

秋季・確定闘争

組
合
員
の
声
を
交
渉
の
場
へ

全
単
組
が
確
定
闘
争
に
結
集
を

ご意見
フォーム

「ワードでつくる新聞」

「パワポで作るビラのツボ」

「情宣セミナー」
（初級ウェブ講座）
YouTubeで視聴できます

下の二次元コードからじちろう
モバイルにアクセスし上記パス
ワードを入力してください。

自治労HP
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写真コンクール
本格的カメラ写真部門本格的カメラ写真部門スマホ写真部門スマホ写真部門

はじまる 声
テ ー マ テ ー マ

「車中に咲く笑顔」
石川・公立能登総合病院職労

松原 加奈子さ
ん

「声」と「はじまる」をテーマに募集し、本格的カメラ写真部門
に43点、スマホ写真部門には76点の個性的な作品が寄せられ
た。写真家の鈴木邦弘さんの審査の結果、8作品が受賞した。

「
オ
イ
サ
ー
！
」

福
岡
・
自
治
労
大
牟
田
市
職
労

坂
田

修
さ
ん

選評 子どもとおばあちゃんの写真です。
子どもは松原さんのお子さんで、おば

あちゃんは祖母だそうです。お子さんが初めて花
見に行った時の一枚ということです。お子さんも
祖母もこの日は一日楽しそうだったということで
す。写真はそんな二人が車中で満面の笑顔でお互
いに顔を向け合う楽しそうな一瞬をとらえていま
す。単純な構図ですが左右のバランス、二人の顔
の向きとその表情が絶妙です。この日一日の楽し
さを象徴するような一枚になりました。

選
評

今
年
の
博
多
祇
園
山
笠
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
と
ら

え
た
作
品
で
す
。
土
砂
降
り
の
中
、
男
た
ち
が
追
か

い
山
ヤ
ー
・
オ
イ
サ
ー
の
か
け
声
と
と
も
に
一
斉
に
山
を
舁
き

出
す
（
山
笠
を
担
ぎ
出
す
こ
と
）。
そ
し
て
、
清
道
（
神
社
の

境
内
）
に
山
笠
を
舁
き
入
れ
る
。
参
加
者
で
あ
る
坂
田
さ
ん
は

締
め
込
み
を
し
て
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
清
道
入
り
す
る

山
笠
を
真
正
面
か
ら
と
ら
え
ま
し
た
。
そ
の
写
真
か
ら
は
、
薄

暗
い
中
、
激
し
い
雨
に
打
た
れ
な
が
ら
山
笠
を
舁
く
男
た
ち
の

声
と
熱
量
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
参
加
者
し
か
撮
影
で
き
な
い

ア
ン
グ
ル
と
距
離
の
迫
力
あ
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
第
二
の
人
生
の
始
ま
り
」

「
ニ
コ
ニ
コ
」

選評 指輪を使用した指人形の写真
です。写真を見ればわかるよう

に婚姻届けを出す前に撮影したということ
です。「これから始まる二人の人生を表す
ように、ニコニコの二人です」、とエピソー
ド欄に書かれていました。この作品も結婚
という大切な出来事をスマホを使って楽し
く写真で表現しています。写真はいろいろ
なことを記録しますが、ストレートに事実
を撮るだけではなく、このように少しのア
イデアで楽しい表現ができます。あまり大
げさに考えすぎず、いろいろなアイデアを
写真にしてみましょう。 東

京
・
西
東
京
市
職
労

吉
賀

幸
一
さ
ん

福井・自治労福井市職労

大橋 恵理子さ
ん

山
梨
・
中
央
市
職

木
谷

昌
経
さ
ん

「
身
だ
し
な
み
」

「心の会話」

「
出
勤
の
朝
」

福
岡
・
自
治
労
築
上
町
職
労

吉
元

良
太
さ
ん

選評 三人が楽しそうに話しなが
ら出勤している様子をとらえ

た作品です。日々繰り返している何気な
い日常の一枚、このような中に特別なも
のとは異なる楽しさがあります。私たち
の日常は、このような日々の積み重なり
でできています。スマホで撮る気軽さが
よく表れている作品です。エピソード欄
に「『今日も仕事頑張るぞ！』朝日に照
らされて、今日という一日がはじまる」
と書かれています。まさに、スマホだか
らとらえられるささやかな幸福感がよく
出ている作品です。

青森・黒石市職労

葛西 将大さ
ん

選評 墓参りに行った際の祖父の様子を撮
影した作品です。祖父は亡き妻と心

で会話しているうちに昔の思い出がよみがえっ
たのか、涙があふれ出てしまったそうです。こ
の作品は、そんな祖父の背中を写すことによっ
て、感情の深さを、そしてモノクロにしたこと
によって、感情のひだのようなものを上手く表
現しています。写真はこのように撮影できない
対象を表現できます。これが写真の面白さのひ
とつです。去り際に、祖父は「また会いに来る
からな」と笑顔で声をかけていたそうです。

選評 セミの羽化の様子を撮影した作品です。連日
の熱帯夜のある日、アブラゼミの幼虫が網戸に

とまっているのに気づき、家族みんなで一晩中気にかけて
いたそうです。背中が割れセミが出てきて、足がかたまる
のを待ちながら羽が大きくなってきているところを撮影し
た写真です。自宅の網戸という身近なところで撮影された
ことが、スマホ部門にぴったりです。欲を言うと、時間を
空けながら連続写真の組み写真にすると更に興味深い作品
になったでしょう。

自分の欲するイメージを想像して 審査員 鈴木 邦弘さん（写真家）

講評 今回も例年同様選考に
は悩みました。テーマと写

真との兼ね合いや写真としての出来不
出来、テーマのとらえ方など様々なこ
とを考慮しながら審査を進めました。
まず、本格的カメラ写真部門全体の
印象を書きます。テーマのためか、例
年に比べ撮影対象の幅がありました。
また、実際に聞こえる声を意識した作
品や心で聞こえるような声を意識した
作品など、意識する声も様々でした。
テーマと写真とのバランスがなかなか
難しいところです。カメラで撮影する
人たちは、イメージの出来上がりに
もっとこだわってよいと思います。今

回の作品の多くは、写真として印象の
強いものが少なかったように感じまし
た。せっかくカメラで撮影しているの
ですから、自分の好きな対象を自分の
欲しいイメージに少しでも近づけるよ
うに何回も撮影してください。そし
て、撮影対象を観察しながら自分の欲
するイメージを想像してください。目
の前にある被写体を通して自分のイ
メージを作っていくのです。そうする
ことで、あなたの欲しいイメージを理
解できるようになるでしょう。
次にスマホ写真部門の全体の印象を

書きます。スマホの最大の特徴は何で
しょうか。そうです、いつも持ち歩い

てるということです。カメラで写真撮
影をする場合特別なもの（非日常的な
もの）を撮る傾向があります。それに
対して、いつも持ち歩くスマホは身近
なもの（日常的なもの）を撮るのに最
適です。今回の応募作品は、テーマの
ためか、子ども絡みの写真が多かった
です。あまりテーマにこだわりすぎず
に、自分の撮りたいと思うものを気軽
にどんどん撮影してください。そし
て、後でテーマに合う写真を探すとい
うくらいでちょうど良いと思います。
まずは撮る、これがスマホ写真部門の
最大の武器になります。

選
評

北
海
道
に
生
息
す
る
シ
マ

エ
ナ
ガ
を
撮
影
し
た
作
品
で

す
。
こ
の「
雪
の
妖
精
」は
撮
影
す
る
こ
と

が
難
し
い
そ
う
で
す
。
ま
ず
、
出
会
う
こ

と
が
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
が
、
真
冬

だ
と
山
に
近
い
札
幌
の
公
園
で
も
出
会
え

る
確
率
は
高
く
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

常
に
せ
わ
し
な
く
動
き
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
の
よ
う
に
、
つ
ぶ
ら
な
黒
い
瞳

で
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
よ
う
な
カ
ッ
ト
は

な
か
な
か
撮
れ
ま
せ
ん
。
撮
影
者
は
呼
び

か
け
を
続
け
、
こ
ち
ら
を
見
た
瞬
間
を
逃

さ
ず
も
の
に
し
ま
し
た
。
声
を
出
し
た
の

は
野
鳥
で
は
な
く
撮
影
者
の
方
で
し
た
。

選評
だい だい

地元の太々神楽を見学に行ったと
きの何気ないシーンを撮影した一枚

です。舞台袖から、カーテン越しに出番待ちの
演者が鏡を見ながら身支度をする様子が見えた
そうです。その様子が、まるで本物のおじいさ
んが鏡を見ながらぶつぶつ何かをつぶやいてい
るように見えたとのことです。中心の舞台とは
異なり、見過ごしてしまうような小さな出来事
です。作者はそこを見逃さず、自分の感じとっ
たことに忠実にシャッターを押して、独特の空
気感をとらえました。

雑誌を中心にフリーの写真家とし
て活動。『自治労通信』および『世
界』などにドキュメンタリー写真
を発表。93年「森の人・PYGMY」
で第18回伊奈信男賞を受賞。日本
写真芸術専門学校主任講師。日本
写真家協会（JPS）会員。

「呼んだ？」
東京・町田市職労

守屋 涼さ
ん

特選

入選

佳作

佳作

入選

努力賞 佳作

努力賞

・・・・2024年10月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2377号（２）・・・・2024年10月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2377号（３）
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2024まんが大笑アイデア笑

テ
ー
マ「
車
」

今
年
は『
大
笑
』作
品
な
し

2
0
2
4
ま
ん
が
大
笑
の
テ
ー
マ
は
「
車
」。
機
関
紙
等
へ
の
既
発
表

作
品
も
含
め
て
、
全
国
か
ら
72
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
審
査
は
9
月
20

日
に
漫
画
家
の
佐
々
木
ケ
ン
さ
ん
が
行
い
、「
大
笑
」
は
今
年
は
該
当

作
品
な
し
。
ヨ
ッ
シ
ー
・
イ
リ
エ
さ
ん
（
愛
知
）
ら
「
常
連
」
受
賞
者

が
名
を
連
ね
る
中
、
若
干
名
の
新
人
も
賞
の
一
角
に
食
い
込
ん
だ
。

反戦車
鹿児島・県本部書記労ＯＢ

高橋誠さん

藤井聡太、史上初八冠！
愛知・直属支部

ヨッシー・イリエさん

【既発表作品】

う
ま
い
で
笑

ピッタリとめないと…
兵庫・加西市職 iNakiさん

もう 少 笑

報 道 笑 日
本
列
島
火
の
車

兵
庫
・
豊
岡
市
職
労
Ｏ
Ｂ玄

さ
ん

クルマがある生活
北海道・全道庁 いっくんさん

Please stop the war！
どうか戦争をとめてください
東京・西東京市職労

よっしーさん
団結ガンバロー
兵庫・直属支部 荒西正和さん

熱チュー症注意！ネズミもエコカー移動チュー
福岡・宗像市職労 ハヤトアオキさん

火
の
車

石
川
・
県
職
労
Ｏ
Ｂ

亀
小
路
豚
麻
呂
さ
ん

すべての受賞作品は自治労
ホームページ
でご覧になれ
ます。

戦
々
恐
々

東
京
・
立
川
市
職
労

ち
ん
や
ん
さ
ん

文芸コンクールの
審査日程について

第30回自治労文芸賞の作品審査は11月中

の終了を予定していましたが、諸般の事

情により12月以降となる見通しです。し

ばらくお待ちくださいますよう、お願い

申し上げます。

100年前のパリジェンヌ自動運転
岩手・花巻市職労ＯＢ

阿部正介さん
大阪市職

長島 潮さん

パンチ効いた作品を次回こそ 審査員 佐々木ケンさん（漫画家）

講評 今回は、これは、と思う
パンチ力のある作品がな

く、残念ながら「大笑」はなしとします。
皆さん次回に向けて励みましょう。
今回のテーマは「車」で、ほとんど
はテーマに沿った絵の応募作でした
が、既発表作品を25点も応募されたイ
リエさんの作品の内、将棋の藤井八冠
を扱った絵が面白く、八冠の字を顔の
部品に使ったアイデアが良いのでアイ
デア笑とします。アイデア笑には他に
高橋さんとiNakiさん。高橋さんは戦
車の転輪にピースマークを使うアイデ
アなどは良いのですがやはりパンチ力

が不足。iNakiさんは斎藤兵庫県知事
のパワハラを扱ったものと思います
が、似顔絵がパッと斎藤知事だとは分
かりづらい。
うまいで笑はアオキさん、阿部さ
ん、長島さんの3氏。それぞれ絵がう
まいのですが、アオキさんはサーフィ
ンのさわやかさが表に出て熱中症とい
う暑苦しさがないのが残念。阿部さん
はカラーの絵がきれい。長島さんは絵
が小さいですが個々の絵は漫画的で上
手です。
玄さん、亀小路さん、ちんやんさん
はもう少笑。

玄さんと亀小路さんは車ときたら誰で
も思いつく「火の車」が作者によって
表現が異なる例として笑にしました。
ちんやんさんの作品はビッグモーター
の損害保険不正のことと思いますが
ちょっとそれと分かりにくい。
労働組合らしい絵の荒西さん、少し

ゴチャゴチャした感じだが何か笑をあ
げたいいっくんさんとよっしーさんの
3氏には報道笑を。
以上のように各笑を決定しました

が、大笑がないのはいかにも寂しいの
で、次回は皆がアッと驚くような発想
の漫画を期待します。

1948年鳥取県生まれ。68年に東京
大学に入学し、東大マンガクラブ
発足時のメンバーとなる。一般企
業に数年間勤務した後、独立して
学習塾を経営しながら1コマ、4
コマなどのまんがを各誌に発表。
自治労機関紙上でもかつて、1コ
マまんがを連載した。

＊作品名とお名前のみ

【まんが】【写真】

【お知らせ】

・・・・2024年10月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2377号（４）
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